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1.は じめに

遠藤 (2010)で は、1940年 代後半から60年代初頭までの映画10本の台詞

を掲げ、このうち50年代までの 9本について 「父親・夫は敬語を使わず、

娘・妻は敬語を使 うのが基本になつている」とした。また、戸張 (2010)

による80年代以後の 6本の映画の調査からは、83年の作品で用いられてい

た妻から夫への丁寧体が90年代や2000年以後の映画には現れないこと、い

ずれの映画でも娘から父母への敬語は見られないことなどが読み取れる

が、この変化の過程についての分析・言及は行われていない。また、殊に

60年代以後については取 り上げた映画の数も少なく、論考の根拠にいささ

か物足 りない点があるのは否めない。

女性が使 うべきとされた「美 しい」日本語 といえば、いわゆる敬語とと

もに「のよ」「だわ」「かしら」など女性専用とされた文末形式も挙げられ

るだろう。敬語使用の変化とともに、この50年女性のことば遣いが中性的

になってきたとい うのもよく言われることである。

小論では、遠藤・戸張の 2論文を補 う形で、戦後映画史の中で、女性の

用いる敬語と文末形式がどのように台詞に現れているかを、紙数の都合も

あり、おもに妻から夫へのことばに絞って観察する。「戦後1947年に新憲

法が実施されて、家父長制は廃止されたが、言語生活では、家父長制がそ

のまま残っていた」(遠藤2010:113)表 れとして、父や夫に「美 しい」日

本語 (敬語)を使 うことが女性にいわば強いられた時代から、「家族間の

会話において敬語がほとんど使われていない」(戸張2010:126)と いう現

代への変化の様相をあきらかにし、変化の原因をも探ってみたい。

遠藤 (2010:097)も 述べるとお り、映画は作為的に作 られたもので、
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事実ではないが、制作者たちが真実を映し出そうとして構築した虚構であ

り、虚構の中にある真実を窺い取ることはできる。制作者により真実とし

て選び取られた言語として、小論でもいわば役割語 としてではあるが、各

時代の映画の台詞を調査対象とするのである。

用例を採集 したのは1960年～2010年 に公開された35本の映画に登場す

る45組の夫婦の会話である。内容的には、原則的に都市やその近郊におけ

る家族や夫婦が登場する現代劇 (公開時点での現代を描いたとされるも

の)と し、方言によるドラマや、時代劇、また現代を含むが長期にわたる

期間を描いた作品などは対象 としなかった。公開年については、できる限

りこの期間のすべての年代にわたるようにと考えたが、実際には入手しや

すい作品には年代的な偏 りもあるので、10年 ごとの区切 りの中で前半後半

の作品を入れるよう配慮するにとどまった。その他の条件による恣意的な

作品の取捨はしていない。映画作品についてはすべてDVDを 参照した。公

開順の一覧表を論文末に掲げる。なお、これらのうち2作品『家族ゲーム』

『 わたしのグランパ』は戸張 (2010)で も調査対象 としたものであるが、

前述の条件により対象とすることとした。

用例については、それぞれの夫婦ごとに通し番号を振 り、同じ夫婦の違

う場面での会話については場面①、②のように区分 した。夫婦の年齢や職

業等については、映画内に情報が示される場合はそれに従い、示されない

場合は子どもの年代、画面に示される生活や職業の描写、あるいは演 じる

俳優の年齢などによって判断し年代。職業表示の後に「?」 をつけて推測

であることを示 した。職業については不明な場合は示 していない。

敬語に関しては遠藤・戸張 (2010)に ならい、「おつしゃる」「ご用」な

ど語彙的なものを「敬語」、「お泊 りになる」のような動詞の尊敬の形式を

「尊敬語形」、「お返 しする」のような謙譲の形式を「謙譲語形」、両者を一

括する場合 「敬語形」、「です」「ます」を伴 う文末を「丁寧形」、常体の文

末を「非丁寧形」として分析する。また旧来女性がおもに使 うとされた文

末形式 (終助詞など)を 「女性 (文末)形式」、女性が使 うことは比較的

少ないとされた形式を「中性 (文末)形式」とし、この判定については小
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林 (2009)の 分類にしたがつた。これによれば、台詞によく現れる「なの

よ」「だわ」「わね」「のよ」「かしら」などは女性文末形式、「だよ」「だ」

「動詞・形容詞の言い切 り」「かな」「じゃない ↑」などは中性文末形式と

い うことになる。

なお、文字化に際してつけた↑は上昇調の文末を示し、妻の発話の「埜

王」「丁豊彪」「女性文末形式」「土性文末形式」などの該当箇所にはそれ

ぞれ表記のような下線をつけた。

2.妻から夫への敬語と文末形式

2.1『お早 う』・・・50年代末の夫婦の会話

まず、1950年代末の妻たちの会話の様相を見ておく。

小津安二郎の映画『お早 う』 (1959)は都市近郊の団地 (戸建ての賃貸

住宅)に住む、5組の夫婦の家族模様を描いている。うち3組は中学生 (と

小学生)の息子を持ち、 1組は夫が定年退職 。再就職 したばかりの、いず

れも勤め人と専業主婦の組み合わせ。残 りの 1組は若い夫婦で、昼間も「洋

風のねまき」を着ているような暮 らしぶ りに主婦たちは眉をひそめるが、

子どもたちは唯一テレビのあるこの家に入 り浸 り、親を怒らせる。

以下にそれぞれの夫婦の会話をあげる。

(1)大久保夫妻 (中学生の息子を持つ)

夫 :ああ、今 日亀戸のほうへ行くけど、くずもちでも買ってくるか。

妻 :そ うね。買ってきて上。ああ、いいお天気ね。

(2)原 口夫妻 (中学生の息子を持つ。向かいの 「林家」との間に行き

違いがある)

妻 :あのね、お向かいの子、挨拶しても返事もしないんだと。

夫 :ふ うん。 どうぞ したんやろ。

妻 :だってさ、ふたりともだと。ちゃんとあたしの顔見てそれで知

らん顔していっちゃったんだと。ね、林さんの奥さんまだ昨日
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のこと根に持ってるんだろうか。

(3)富沢夫妻 (夫は定年退職後再就職 した。酔って帰宅する夫と迎え

る妻)

妻 :あ ら、あんたまた飲んできたのね。

夫 :は はは、今度は大丈夫だ。おれのうちだよ。いい気持だ。

妻 :な にがいい気持ちなのよ。

夫 :あ あ、いい気持だ。黙ってろい。

(4)丸 山夫妻 (若い夫婦。引っ越すことになり準備をしている)

妻 :ねえ、あんた、できた ↑

夫 :今やつてるよ。 トラック何時にくるんだい ↑

妻 :三時ごろまでに来るわよ。早くやって.よ 。

(5)林夫妻 (中学生 と小学生の息子。帰宅 した夫に妻は子 どもに関す

る愚痴を述べる)

夫 :ど うした。

妻 :わたしのいうことなんにも聞かない2よ。

夫 :なんだ↑

妻 :い けない、いけないってい うのに、なにかつてい うとす ぐにお

隣にテレビ見に行くのよ。今日だつて英語に行ってるもんだと

思ってたら、またずっとお隣艶 。英語いきゃしない2よ。ほ

んとに困っちゃう。

(叱 られた子 どもたちが出かけたまま帰 らない)

妻 :ど こ行ったんだろ。ねえ、 どこいつちゃったんで しょ20

夫 :う ん。

妻 :あたし、ちょっと行つてみてき重立。

夫 :いや、おれが行 く。
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いずれの夫婦も敬語や丁寧形を使わずに話 しているが、最後の林家の妻

のみ普段は非丁寧形だが、場面によって 「です」「ます」形を含む丁寧形

の発話もしている。この妻は、他の主婦たちに誤解され、「あの奥さんイ

ンテ リみたいに『 あたくし』なんて言つてるけどみかけによらないらしい

わよ」と評されている。同じ勤め人の夫婦ではあるが、他家の子たちが学

生服のみで登場する中で、子どもにお揃いのセーターを着せ、映画の最後

ではテレビも買 うなど、他家とやや隔絶 した暮 らしぶ りの夫婦として描か

れている。

なお、非丁寧形の文末形式についていえば、原口妻以外は「なの (よ )」

「体言ね」「動詞てよ (依頼形 )」 などのいわゆる女性的とされた文末形式

を用いて話 している。原口妻だけが 「だよ」「だろうか」とい う中性的な

形式を使 うが、この妻も、たとえば林妻に対しては以下のように丁寧形を

使って話す。

いえね、うちのおばあちゃんったらまったくいやんなっちゃう

ん≦す生。会費ね、もうとっくにいただいてあるつて、今になっ

て言うんで主2ょ。ほんとに申し訳なくて。なんて言っておわび

すればいいか。ごめん上さいましね。奥さま。

遠藤 (2010)は 1947年 から1956年 までに公開された 9本の映画の登場人

物について夫は敬語を使わず、妻は敬語を用いるのが基本であると報告 し

ている。しかし、59年の『お早 う』では、丁寧形で話す妻もいるが、むし

ろ敬語・丁寧形を使わずに夫に話す妻のほうが多いことが見て取れる。

2.2 60年代～70年代の夫婦の会話

さて、それでは60～ 70年代の妻は夫に対 してどのような話 し方をしてい

たのであろうか。以下に列挙する。

(6)夫30代会社員⇔妻30代無職『娘・妻・母』成瀬巳喜男 1960
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夫 :簡易保険が来月で満期だね。

妻 :あ ら、そ うでしたか。ねえ、あたし着物一枚ほしい生。

夫 :冗談 じゃないよ。いくらだと思 う↑

妻 :い くら↑

夫 :五千円だよ。二十年もかけてねえ。

妻 :せ っかく保険かけておいても何にもならないねねえρ世の中が

変わっちゃうとb

(7)妻 20代 ?幼稚園教諭⇔夫30代 中学教諭『娘・妻・母』成瀬巳喜男

1960

妻 :ね え、思い切ってアパー トに行かない↑

夫 :アパー ト↑

妻 :お かあさんと別れて。親子だってたまに合うほうが仲良くやっ

ていけると思うね。

夫 :しか しお母 さん一人おいて。

妻 :生活費は送るねよ。さびしければ下宿人をおけばいいね。下宿

代だってはいるし。

夫 :お まえがそれを言ってみろよ。

妻 :そ りゃ、あなたが言うの̂よ 、あなたずるいね、わたしばかり悪

者にして。

(8)夫20代写真家⇔妻30代喫茶店主『 娘・妻・母』成瀬 巳喜男 1960

夫 :そ んなに怒るなよ。な、美枝。おれが悪かった。だから謝って

るんだよ、ね。

妻 :あ やまるようなこと、なぜするのょ。店の女の子のお尻にさわ

るなんて。そ うい う下劣なことをする男、あた しは大っきらい

な

`2p夫 :だからさ、ついふざけて、ちょっと。

妻 :な にがついちょつとなのよ。とにかくあたしの気持ちのおさま
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夫

妻

るまで一週間ばかり旅行してき重ュ:。

ねえ、勘弁してくれよ。

こどもの喧嘩じゃない2よ。ごめんなさいで済まないた。

『娘・妻・母』はそれぞれ成人 した二男三女を持つ坂崎家に起きた家庭

内のエピソー ドを通 して、財産権を主張する子どもたちと、老いた母の行

く末を悲観的に暗示 し、いわば新民法下での家族のありかたについて問題

提起 した作品。前掲の (6)(7)(8)は それぞれ結婚 した長男、次女、次男夫

婦の会話である。すでにどの妻も基本的には夫婦間では非丁寧形を使って

いるが、(6)(8)で は一部丁寧形が用いられている。(6)(7)は 姑が同居する

家庭だが、どちらの妻も姑に対 してはいうまでもなく丁寧形で話す。どの

会話でも尊敬語形、謙譲語形などの敬語はまったく現れない。

(9)妻 20代会社員?⇔夫20代 ?会社員『秋刀魚の味』小津安二郎 1962

妻 :ブ ドウ食べる↑ 帰りに買ってきたんだけど。

夫 :明 日食うよ。眠いよ。床ひけよ。

妻 :ち ょっと待ってKよ。あたし食べるんだから。

自分でひいてよ。

(9)は 共働きで子 どもはまだいない若い夫婦の会話である。妻は夫に敬

語や丁寧形はまったく使っていない。同 じ作品で、未婚の娘が父に「お茶

漬けあがる ↑」と話す例が見 られるが、こちらは「食べる ↑」と非敬語 。

非丁寧形になっている。なお、ともに遠慮のない関係であるか らだろ うが、

夫の非丁寧形 。命令形の高圧的な発話が 日立つ。

(10)妻20代無職⇔夫20代会社員『私は二歳』市川昆

(場面①)

妻 :た あちゃんおしつこもらさなかった↑

夫
「

さっきさしたばっかりだよ。
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妻 :ち っこって言うとおとなたちがあわててかまいに来るの、知っ

てるのよ。サークルから出たいもんだから。あ―ら、おひるご

はん、こんなに残して。だめじゃない、全部たべさせなくちゃ。

夫 :食わねえんだよう、なんて言ってもさ。

(場面②)

妻 :痛いのなルら、かまれたところ。お医者さん大丈夫だって言っ

たんでしょ■ 人差し指に犬の歯形が二か所っいてて、血はほ

んの少ししか出てないって、赤チンつけてくだ奎つたでし≧↑

夫 :犬が狂大病でさえなければ、こんな傷はほっておいても直る。

犬を調べるのが先決問題だってい うから、あの大の持ち主をず

いぶん探 しまわったぞ。

2歳の子を持つ夫婦が子どもについて話している。夫は会社員で妻は専

業主婦である。通常は妻は夫に対して敬語も丁寧形も用いないが、大に噛

まれた子への対処について大をなじる場面②、また子を迷子にして夫にな

じられ反論する場面などでは丁寧形を用いている。

子どもの手当てをした医者については「言った」という常体、「くださ

った」という敬語両方が現れる。

(11)妻 30代無職⇔夫30代会社員『女の中にいる他人』成瀬巳喜男

1966

(場面①)

妻 :杉本さん、とうとう電話かかってきませんねね。まだお星りに

生って,な いのとしL。

夫 :帰ってれば、なんとか言ってくるはずだよ。

妻 :そ うねえ、たいしたことじゃなかったのかも知れませ生ゎね。

(場面②)

妻 :酔ってらっしゃるの ↑

夫 :いや。
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妻 :あ なた、杉本さんとこ、宣2て らした2↑

夫 :いや。

妻 :今夜あたりほんとはお通夜なんでしょ2け どね。

夫は会社員、妻は専業主婦で鎌倉に姑も同居 して一家を構えている。こ

の夫婦の場合は妻は夫にも姑にも、基本的に敬語や丁寧形を用いて話す。

「酔ってらっしゃるの ↑」「寄ってらしたの ↑」など尊敬語形を用いる発話

では文末は非丁寧形になつている。

(12)妻20代 ?⇔夫30代 ?ヘアプラシ職人『 どですかん』黒澤明 1970

妻 :なん.だね、一本ぐらい。そんな細っこい毛、少 しぐらい数がち

がったってどうってことないじゃないな。あたしゃ、おまえの

すること見てると足の裏がむずむず してくる上。

夫 :そ うかもしれないけどね、二十本にしないとおれの気がすまな

いんだよ。

『 どですかん』は架空のスラム街に住む数組の家族を描くが、上掲のよ

うに、妻が夫に対して一切の敬語や丁寧形を使わない職人夫婦や日雇作業

員夫婦が登場する。一方で、以下の(13)の ように、妻が丁寧形を用いて話

す夫婦も登場する。

(13)妻40代 ?内職⇔夫40代 ?無職 ?『 どですかん』黒澤明 1970

(場面①)

妻 :手術がうまくいって、四か月近くものんびり寝たうえ、まだし

ばらく寝てろってんじゃない。ああ、あたしゃ物心ついてこの

かた、こんな幸せな目にあつたのははじめてだと。でもねえ、

退院して帰ってきて気になることが一つあるんだよ。かつ子が

おどろくほど痩せて、顔にへんなやつれがでてるェ藍艶聖
=L

夫 :あ たりまえだよ。おまえの分まで一人で稼いでいたんだからな、
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かつ子 は。

妻 :で もそればっかじゃないと、この様子は。

(場面②)

妻 :ど つちにしますと↑産ませ
|ま すか↑おろします力≧↑

夫 :そ りゃ、おまえ、産ませる手はないね。年も若すぎるし、世間

体 もあるし、ここは倫理学 よりも法医学的処置をとるほ うが、

合理的だと思 うね。

妻 :わ かるように言って
,く

ださいρおろすんですね。

夫 :つ ま りそ うだよ。

妻 :そのお金はどうし重主↑

夫 :それはしょせん、おまえの妹に借りるほかはあるまい↑

妻 :でも、わたしの入院や手術で借りるだけ借りたばっかですから

ね乙。

この妻は、退院して家に帰り休んでいる場面①では非丁寧形 。中性文末

形式で話しているが、後半自分の入院中に留守を預かっていた姪 (かつ子)

が妊娠し、その対応について夫に迫る場面②、さらにその後、姪が傷害事

件を起こし警察に呼ばれているのに、口先ではインテリ風な言辞を弄しな

がら酒を飲むだけで無責任な夫を難詰する場面などでは丁寧形を用いる。

(14)妻 17歳無職⇔夫22歳警備員『赤ちょうちん』藤田敏人 1974

妻 :あたしのこと信 じられない2↑

夫 :な にもそんなこと言ってないじゃないか。

妻 :で もあたしの味方 してくれなかったじゃないの。

夫 :そ んなこと言 うなよ。おれが払ったんじゃねえんだからわかん

ないだろ。

妻 :信 じてないんだわ。あたしのことなんか全然信じてないρ

夫 :馬鹿。
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(15)妻 30代店員⇔夫30代元炭坑員『幸福の黄色いハンカチ』山田洋次

1977

妻 :ご はん食べる ↑ あた しきついから横になる.よ 。

今度は気をつけるから。今度は必ず産むか ら、勘弁 して。ね。

ねえ、いったいどうした2」ヒ。あたしが前に流産したこと怒っ

てるo↑ ねえ。そうな2↑

夫 :おれは、隠し事する女は嫌いだ。

妻 :あ んたが何にも聞かなかったから́よ二何も言わなくてもいいこ

とだと思ったの、よ。そうじやなかった0↑

(14)(15)の 夫婦は年代は違 うが、どちらも係累を持たない男女が、いわ

ば「家」とは無縁に結婚 したとい う関係である。『 どですかん』も含め、

70年代の映画作品ではこのような夫婦が描かれることが多くなった。夫婦

間のス トレスが互いへの難詰 となるとい う場面だが、(14)(15)では、『 ど

ですかん』の中年夫婦のように難詰が丁寧形で行われることはない。「の」

「のよ」などの女性形式の終助詞は使われるが、 (15)で は、「横になるよ」

という中性的な文末形式も用いられている。

(16)妻 40代 ?デザイナー⇔夫50代 ?政治家『人間の証明』佐藤純弥

1977

妻 :恭平のことは塑 き堕坐てください。

夫 :そ うはいかないよ。

妻 :人 をひき殺して海に捨てたん:Q上。

夫 :な に。

妻 :だからあた しがニュー ヨークヘ逃がしました。

夫 :取 り返 しのつかないことをしてくれたな。

妻 :も う、あなたの政治力でも恭平はとりもどせません。あの子 と

ふた りで新 しい生活を始めま上。たとえ野垂れ死にをしてもあ

なたにご墨 はかけ塗せと。
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夫 :お まえの名前でハフイに土地を買ってある。あれを持っていき

なさい。

(17)夫 60代 ?実業家⇔妻50代 ?無職『配達されない三通の手紙』野村

芳太郎 1979

夫 :なぜ止めなかったんだ。恵子は、あんな男のところへ紀子を連

れていくなんて。どういう考えだ。

妻 :それは無理ですね。紀子が自分でいく気なんですから。

父 :紀子に男を見る目なんかありません。あの男にはまるで盲目だ。

そんなことは三年前のことでわかってるじゃないか。すぐに追

い返しなさい。

母 :で も麗子のところ出たとい う電話がありましたから。

(18)夫 20代会社員⇔妻20代無職『配達されない三通の手紙』野村芳太

良5  1979

夫 :た のむよ。五十万でいいんだ。それ ぐらいの金あるだろ。出し

てくれ よ。

妻 :五十万 ↑何にお生いになるの ↑

夫 :おれが頼むのに、いちいちわけを言わなきや出してくれないの

か。

妻 :あ なた。

夫 :頼むよ。何 とか してくれ、頼む。

妻 :無理だ.わ。

夫 :何が無理だ。

妻 :わけも言わずに五十万よこせだなんて、最近のあなた見てると

あたしとっても心配なんェすρ銀行のうわさ聞きました。お父

様なんて主っL主っとと思う↑ 思ったとおりの男だって。

(16)は有力な政治家の夫と有名なデザイナーの妻、(17)(18)は 萩の財閥
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一家の当主夫婦と娘夫婦 (いずれも妻は職業を持たない)の会話である。

40代～50代の中年の夫婦では基本的に妻から夫へは丁寧形が使われてい

るが、敬語は用いられない。これに対して夫は非丁寧形でも答えるが、「～

なさい」や 「ません」など丁寧な言い方を交えているのが特徴的である。

一方、20代 の若夫婦の場合、妻からは前掲の『女の中にいる他人』(1966)

と同じく「敬語形+非丁寧形」や丁寧体が用 られいているが、母が「無理

ですわ」と丁寧体でい うのに娘は「無理だわ」と非丁寧体を用いるなど、

若い人の敬語のレベルは下がっている。また夫に対して 「お使いになる」

と尊敬語形を用いるが、一方で「思 う↑」と常体でも話 しかけている。

50年代末を含む60～ 70年代の妻から夫への敬語は、まず親世代と別居 し

て夫婦のみで暮 らしている若い世代中心に敬語。丁寧形をほとんど用いな

いとい う夫婦もすでに存在 したこと、また一方で、特に比較的高い社会階

層に属していたり、舅姑と同居 しているような夫婦では妻は夫に対 して丁

寧形を用いて話すものだと、実態はともあれ共通に認識されていたらしい

ことがわかる。

2.3 80年代の夫婦の会話

戸張 (2010:116)は 、以下にあげる(19)の会話を引用し、1983年の映

画『家族ゲーム』に登場する家族の妻 (30代)が夫に対して丁寧形を用い

て話すが尊敬語形などは用いないことを指摘した。

(19)夫 30代会社員⇔妻30代無職『家族ゲーム』森田芳光 1983

夫 :久 しぶ りだな、ふたりでここに来るの。

妻 :そ うですね。

夫 :家庭教師のことだろ。

妻:茂之がどのくらい言うことをきかないのかわからないんで二け

.二、あんなに。あなた見てないから。

この妻は映画の中で、息子には敬語や丁寧形を用いないが、夫を含めそ
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れ以外の人には常に丁寧形を用いて話 している。

80年代に入ると、60年代以後に主流となった夫婦に二人の子どもという

ような核家族の問題を風刺的に描いたり、その崩壊を描 く映画が現れる。

この『 家族ゲーム』や次にあげる『逆噴射家族』 (1984)な どもそ うした

1本である。『お葬式』(1984)も 、妻の父の葬礼を追って描き、死を送る

家族や周囲のありようを風刺的に描いたものである。これらの映画の中で

は妻は夫にどのように話 しかけているだろうか。

(20)妻 30代無職⇔夫40代 ?会社員『逆噴射家族』石井聰亙 1984

(場面①)

妻 :あたしがいいっていうまで、電気消して日つぶってて。

夫 :ど うして ↑

妻 :いいから、いいから早く。

夫 :いいよ。

妻 :ま だ見ちゃだめよ。まっててね。まだだめょ二oいいねよ二o

バーン。お父さん、すばらしいハウスありがとう。あたし何も

あげるものないけど、これがあたしからの入居祝い。受け取っ

て。

(場面②)

妻 :お父さん。起きて生ださ墜。起きてくだ壺墜よ。

ほんとに御萱差さまねた。でもね、お父さん、今日は会社いか

なくっちゃね。おとといから何度も何度も電話かかってきてる

`2ま

し。見て、こんなに掘れたし、自蟻は退治したし、さ、支度

して、ご飯食べて、会社行きましょっね。会社クビになったら

あたしたち飢え死にしちゃうェ⊥」こな だから、二題堕。ね。

(21)夫40代 ?俳優⇔妻30代俳優『お葬式』伊丹十二 1984

(場面①)

夫 :ん―、じゃ、うちで出すわけか、葬式。
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妻 :そ うして.よ 。菫題しL
夫 :しかし、すごいことになるもんだなあ。今死んだとおもったら、

もう葬式の段取 りだもんなあ。

妻 :悪い12ね、あなたには。でもしょうがないねょ。あなたにとつ

てはいちおう義理の父親で立二量望、社会的にはね。

夫 :じいちゃんが↑ おれの父親↑

妻 :そ うょ、世間に対してはね。

(場面②)

妻 :浮 かぬ顔してるhね。挨拶のこと考えて落ち着かないん,で しょ

ユ
o

夫 :いや、そんなことはない。

妻 :大丈夫ょ、あなた。あなたいつだってうまくいくんだから。

夫 :こ れは桜だなあ。

妻 :春 はいいで しょりね。

夫 :おれは春死ぬことにしよう。おれが焼ける間、外は花吹雪。い

いぞ。

(20)(21)ど ちらの妻も基本的には丁寧形は使用せず、敬語も用いない話

し方なのであるが、ときに「です」を使 う文が入ったり、また場面によつ

て丁寧形を基本とする話し方になることもある。非丁寧形文末には女性形

式 「のよ」「わよ」「わね」などが用いられる。

これらの夫婦は『家族ゲーム』も含め、60年代に結婚し、核家族として

二人で子どもを育ててきて、子どもも小学生～高校生ぐらいに育ったとこ

ろで、映画には教育問題や、親の同居、また死などを迎えて混乱を生じて

いる姿が描かれる。『逆噴射家族』の場面②は会社に行き渋る夫を妻がな

だめることばで、「ください」という依頼形、「ましょう」とい う勧誘形、

さらに終助詞「ね」の多用は相手を立てつつ寄り添 うという、あたかも幼

い子どもをなだめるような趣がある。

引き続き80年代夫婦の会話をあげる。
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(22)妻 50代⇔夫50代刑事『近頃なぜかチャールストン』岡本喜人

1981

妻 :いつ入るんだっけ、退職金。

夫 :人月十五 日だ。

妻 :な ん.だ あp

夫 :何買 うんだ。

妻 :も う旦 っちゃった、きのう。

夫 :何買ったんだ ↑

妻 :二十六インチのテレビと、クーラーと、スクーターとダブルベ

ッド。

夫 :ダブル、

妻 :そ う、二、三んち中に星 く。どしたの■

夫 :おまえ、長生きするよ。

喜劇的に描かれているのだが、仕事に出かける夫を寝そべってテレビを

見ながら見送る妻は、すべて非丁寧形、疑間の「の ↑」以外女性的な文末

形式はまったく現れず、終助詞などもあまり使わないボっきらぼうな物言

いをしている。この妻は映画中では夫に理解のない、だらしない困った妻

として描かれる。妻の物言いは、このような妻を否定的に表現するものと

して設定されているとも考えられる。

(23)妻 30代無職⇔夫40代 ?会社員『時をかける少女』大林宣彦 1983

(場面①)

妻 :地震、地震よ。和子 (娘)早く。

夫 :おい、落ち着 くんだ、庭へ。

妻 :は い、早 く。

夫 :火 は消 したか。

妻 :はい。お父 さん早 く。

夫 :だいぶ大きかったな。もう大丈夫。はじめが危険なだけだから。
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妻 :で も揺り返しがくるんじゃありませ生↑ もう少しここにいた

ほうが。

夫 :揺 り返 しのほうが大きいってことはないでしょう。風邪引くと

つまらんから家はいろう。

妻 :はい。さ、じゃ入 りましより。

(場面②)

妻 :あ あ、まったく和子にもこまったものですわ。

夫 :何が ↑

妻 :あ んなんでお嫁にいきそびれたらどうする気か上 堕。大学に残

ってねえ、薬学だとかむずかしい学問続けるなんて、お化粧っ

気もまるっきりないんですから,

夫 :ま 、好きなようにさせておくさ。

(24)妻 30代無職⇔夫30代 ?住職『 さびしんぼう』大林宣彦 1985

妻 :と にかく、たまにはあなたからもびしっと重っていただかなく_

ェ」生。自宅謹慎だなんて、あたし恥ずかしくて、今日のところ

はお墓のお掃除をさせておき重立:け れども、あの子もそろそろ

ちゃんと修行をしたほうがいい年頃なんじゃないん重 しょユ

か ?

夫 :・ ・・ 。(読経 )・ ・・

妻 :ま ったく、とぼけて。

(23)(24)は 大林宣彦が80年代に発表 した「尾道二部作」の うちの 2作で

ある。これ らの作品は尾道を舞台 としているが、方言ではなく東京弁由来

の 「標準語」が使用 されている。

どちらも高校生を主人公に青春を描いた作品なので、夫婦が会話する場

面は少なく、おもに専業主婦の母親が子 どもについての悩みや愚痴を父親

に述べるとい うような場面だが、ともに丁寧形が用い られ、(24)では「言

っていただく」 と敬語も使われている。
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(25)夫 30代会社員⇔妻30代インタビュアー『 ウホッホ探検隊』 根岸

吉太郎 1986

夫 :子 どもたちも大きくなってくね。

妻 :久 しぶ りに会 うとそ う思 うんでしょ2け ど、あたしなんか、い

ったいいつ大きくなつてるんだかまつたくわかんないね。

夫 :何にもしてないのにな。

妻 :仕事でなんかあったん1で主力≧↑

夫 :仕事は順調だよ。来年に向けてまた画期的な新製品が出るんだ。

チューブ容器のカルシウム食品なんだ。まずい、まずい、まだ

話せる段階じゃないな。仕事じゃないんだ。

妻 :(笑 う)ど うして仕事の話が出るとスパイみたいなしゃべり方

になんのと上生。一回秘密のことだからっていって。ちゃんと

話したいこと言って<だ さい。

夫 :仕事のときもそんな聞き方で他人から話を聞き出すのか↑

妻 :そんなわけないね。あたしが仕事してるのがいけないん,ですか↑

こういうとこへ連れてきたのも、それが言いたかったんですか↑

(26)夫40代 ?医師⇔妻30代編集者『別れぬ理由』降旗康男 1987

夫 :ま ずね、泊 りがけでいくときは連絡をするべきなんだよ。君は

人妻なんだから。

妻 :し たわょ。あなたが前のホテルにいなかったんでし墨o

夫 :午前中はいましたよ。

妻 :行 くって決まったのはお昼ごろ生のょ。

夫 :み っともないだろ、な、あんまりみっともないことはしないで

くれ。

妻 :みっともないことって、どういうこと二主≧↑いいたいことが

あるんだったらはっきり主整型
=望

2≦≦立主型堕。あたしのどこ

がみつともないん:で すと↑みっともないのあなたのほうじゃ

ない2。 札幌まで女わざわざ呼び寄せた りして。

- 68 -



夫 :じ ゃおれ も言わ してもらお うかな。おまえだって好きな男がい

るじゃないか。かくさないで正直に言つてみろよ。

妻 :ど うしてそんなこと言 うん:です力≧↑

夫 :こ のごろ男から妙な電話がかかってくるし、あの背の高いのに

送ってもらって手にぎりあってたじゃないか。人が知 らないと

思って。おれの眼はふしあなじゃないんだ、馬鹿にするな。

妻 :あ たしも。ねえ、馬鹿にしないКょ。あたしだってあなたのこ

と全部知ってるのよ。あの人がほかの奥さんだってことも。話

し合ってたことだって、今度だって初めから札幌に連れてくつ

もりだってことだって。

(25)は単身赴任中の夫に愛人ができ妻に打ち明けようとする直前の場

面、(26)は夫婦ともに配偶者以外の相手と関係を持っている夫婦が互いを

責めあう場面で、ともにすれ違いがち、あまりうまくいってはいない夫婦

の会話である。どちらの妻も通常は非丁寧形で夫に話すが、詰間の「です

か」、要求の「おつしやつてください」、確認の「でしょう」などは敬語や

丁寧形で話 している。相手と距離をおき、返答を迫るための敬語使用であ

ると言えるが、(26)は、最後に互いに激昂 してくると非丁寧形に戻ってい

る。非丁寧形の場合も文末形式については、「わよ」「(な )の よ」を使い、

夫の「馬鹿にするな」に対して「馬鹿にしないでよ」と返すなど、明らか

に夫とは違 う、女性的文末形式を使用 している。

(27)夫30代入百屋⇔妻30代入百屋『北京的西瓜』大林宣彦 1989

夫 :留学生の奥さんだつてさ、日本に来るにあたっては、その、な、

だれか立てなきゃいけないから。

妻 :それ保証人でしょ.↑

夫 :ま あ、そ うだよ。

妻 :お父さん、それ保証人なんだと。え、この人がなんか起こした

らうちで全部責任持たなきゃなんないんだと。ハンコひとつで
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さ、全財産なくした人がいるんだから。ね、これだきゃ、だめ

だ塁。だめだと、お父さん、これだきゃ、

夫 :う るさい、おまえは、 うるさい、おまえは。

妻 :お父 さん、だめだつていつてるのに。

中国の留学生の援助を献身的に行 う夫に対 し、一緒に人百屋を営みなが

ら理解 し支える妻だが、夫が留学生の保証人になることを止めようとする

場面である。この場面のみならず、この映画では妻は「でしょ↑」とい う

問いかけ以外には丁寧形や敬語形は一切使っていないし、文末も「だよ」

とい う中性的なものが多い。夫と対等に同じ場で商店を経営しているゆえ

の親 しさや立場の近さゆえの選択であろうか。

80年代に家族や夫婦を描いた映画では、戦後一般化 した夫婦と子どもの

単位でそれ以前の家父長的な大家族から離脱 した都市型の核家族が危機

に陥つたり、崩壊 していくさまが描かれ、このような家族や夫婦への問題

提起が行われるようになってきた。これらの映画では、(25)(26)の ように、

夫婦がそれぞれに違った仕事を持つている場合も多く、専業主婦と勤め人

とい う場合も含め、日常的に妻と夫がともに過ごす場面は少ない。これら

の夫婦の多くの会話では妻は夫に対して非丁寧形で話すが、特に何らかの

主張や要求をするなど緊迫 した場面では、非 日常的な丁寧形を交えて話す

とい うことになるようだ。すべてを丁寧形で話す『 家族ゲーム』の妻は、

封建的な古風な家族観を背負つているとい うよりは、いびつな核家族の、

いびつさがあらわになる場面での敬語選びを戯画的に体現させたものと

言えようし、丁寧形の現れない『北京的西瓜』では家族は崩壊の危機を乗

り越え、夫婦は理解 しあう存在 として描かれるのである。

2.4 90年 代の夫婦の会話

続いて90年代の夫婦の会話をあげる。

(28)妻40代 ?無職⇔夫40代 ?会社員『ふたり』大林宣彦 1991
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妻 :おかえんなさい。

夫 :驚いたなあ、足音でもきこえたのか ↑

妻 :も う、まちくたびれま した。

夫 :三 日日だよ、まだ。二、三 日つて言っただろ。

妻 :二、三 日と言いま

=と
ね、二 日目を待ちま主ね。

娘を事故で失って精神を病んでしまった妻が、出張から帰った夫に向か

って言 う。全体的におっとりとして、また夫に依存的な暮らしぶ りのこの

妻は、基本的に丁寧形で夫にしゃべると設定されている。

(29)夫 30代 ?会社員⇔妻30代 ?『未来の思い出』森田芳光 1992

夫 :何寝てんだ、銀子。お帰りなさいぐらい言ったらどうなんだ。

妻 :あ、待ってたん≦すけど、テープルに夜食を作っておきました。

夫 :お まえ、なんで競馬新聞なんか読んでるんだ。だれの影響なん

だ。

妻 :そ んなん じゃなくて、あた しもなにか趣味を持 とうと。あなた

が株で儲けるならあた しは競馬でもうけようかなあ。

夫 :女のくせに競馬なんかやるなんて。株式 と競馬を一緒にするな。

格が違 うだろ、第一。証券会社の人間は株で儲けてるん じゃな

いんだ。

妻 :そ んな意地悪いわないで。や さしくしK、よ。シャネルの19番の

匂い。あた し今 日夜間飛行なん、

夫 :だか らなんだつてんだ、何を言いたいんだ。

妻 :ただ、香水のにおいをあてただけェすρうしろめたいo↑

夫 :お まえはおれの女房 なんだか ら香水 なんかに詳 しくな る必要な

い。

(30)夫 30代 ?デザイナー⇔妻30代 ?『未来の思い出』森田芳光 1992

夫 :お帰りなさいぐらい言ってくれよ。
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妻 :血ょ、遅かったのはあなたのほうでしょ。男の人って結局おん

なじ態度をとる2ね。

夫 :銀子 ↑このごろ二人だけの時間少なくなったよな。忙しさにか

まけてすれ違いばかりで、こんなことじゃあ、なんのためにお

まえがおれのためにやってくれたのかわかんないよな。前はも

っと遊んだな。思い切ってふたりだけの時間つくろうか。

妻 :やっぱり、あなたは違うね。よく気づいてくれたね。あたしも

それが言いたかった2。 じやあ、今晩から時間をとってくれる↑

夫 :も ちろん。愛してるよ、銀子。

(29)(30)は 同じ登場人物 (銀子)が 10年前にタイムスリップした後、そ

れぞれ別々の人生を歩んだとい う設定で二組の夫婦の会話が描かれる。

(29)の 高給取 りだが妻にはまったく理解のない夫には、丁寧形や、独自調

の中性的な「～かなあ」(本調査の範囲ではもっとも早い出現である)や、

「やさしくしてよ」などの気を引くような表現を交えて相手との距離を調

節 している。いつぽう、(30)は互いに理解 し合っているという設定で「で

しょ」以外は非丁寧形、女性的な文末形式使用はあるが比較的ス トレー ト

な物言いとなっている。

(31)妻40代⇔夫40代会社員『ひき逃げファミリー』水谷俊之 1992

妻 :なんで車で行った0よ。

夫 :だって しょうがないだろ。途中でお得意 さん拾ってく約束だっ

たんだもの。

妻 :し ょうがないって、だからいった,で しと。あなたいつもそ うや

って家族粗末にしてるから、罰 (ばち)があたったんだね。

夫 :ばか、そういう問題じゃないだろ。

妻 :な んでょ、そりゃ、あんたはゴルフだ接待だって遊びまわって

りゃいいけど、お父さんを世話してるのはだれなのよ。え↑、

リクオ (息子)の世話するのはだれなのよ。
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(32)妻40代 ?⇔夫40代 ?『ひき逃げファミリー』水谷俊之 1992

妻 :お 向かい変よ。いちんち中カーテン閉めっばなしにして中が見

えないようにしてる2。

夫 :爺 さんの具合でも悪いんじゃないのか↑

妻 :き のうまでピンピンしてたゎょ。それなのに今日は全然姿見せ

ないの。なんかあったのょ。

夫 :だったら病院へでもどこへでも連れていくだろう。

夫のひき逃げを一家で隠そ うとする妻 (31)と 、それを覗き見している向

かいの家の妻 (32)の会話である。どちらも丁寧形はまったく使わない。特

に (31)は事故を起こした夫への難詰であり、かなり緊迫 した雰囲気もある

が、非丁寧形は「でしょ」のみである。この妻はほかに、事故の翌朝、後

を不安に思い、渋る夫に「あなたは普通に会社にいつてください」と丁寧

形で促す場面があるが、それ以外はすべて非丁寧形である。

(33)夫 30代 ?会社員⇔妻20代 ?『釣 リバカ日誌 5』 栗山冨夫 1992

夫 :し かし、わが子ながらたいしたものだぜ、あの ドア体当たりで

あけちゃうんだものね。

妻 :も うまるで、いのししの子みたいなんだから。うちの周 りを檻

でかこまなくちゃ、もうだめょ゙

夫 :檻か。ねえみち子さん、鯉太郎格闘技に向いてるんじゃないか

な。え↑柔道とか、レスリングとかさあ。

妻 :水泳 どうすん2↑  プール申し込んじゃった2ょ。もう。

夫 :う ん、でも体形からみてなんか、格闘技のような気がすんだけ

どなあ。重心が低いし。相撲か、相撲もいいね。

妻 :そんなに強くなれるのかなあ。

『未来の想い出』に引き続き、女性形式の非丁寧形文末と、「かなあ」と

いう中性的な言い方がともに現れる。夫も妻を「みち子さん」と呼び、「か
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な」とか「ものね」などの文末形式によるやわらかい語調で話 しているの

で、対等な感 じがする。

(34)妻40代
'⇔

夫50代 ?小説家『静かな生活』伊丹十二 1996

妻 :おかげですごく水はけよくなったねよ。

夫 :あそこにもう一つふたがあることにどうして頭がいかなかった

のか。

妻 :いいじゃないの。

夫 :よ くないよ。ほら、ここで棒がつっかえるだろ。このつつかえ

たときに僕は気づくべきだったんだ。

妻 :いいじゃない2.も う下水屋さんがなおして

`だ

さつとんだか

ら.

(35)妻40代 ?⇔夫40代 ?会社員『 Shall Weダ ンス ?』 周防正行 1996

妻 :先生イギリスヘ行っちやうんでしょ↑

夫 :なんでも知ってるんだな。

妻 :あ たしあなたにあやまらなきゃいけないことあるの,探偵雇っ

てあなたのこと調べてもらった2。 自分で確かめるの堕かつたρ

あなたは真面目な人だから。あなたのこと愛 してるから。ねえ、

お願い、明日パーティに行って先生と踊って。そしてダンス続

けて。毎 日つまらなそ うに会社に行つてるあなた見てるより、

いきいきしてるあなたを見てたい。あたしにもダンス教えて。

あなたが先生 と踊 りたいと思ったようにあた しもあなたと踊

ってみたい2。

夫 :も ういいかげんにしてくれ。おれはダンスはやめたんだ。

(34)(35)は 比較的安定 した夫婦の姿を描いている。 これ らの作品では、

妻は夫に対 してほぼ非丁寧形でのみ話 している。ただ し作家 。大江健二郎

の私小説を原作 とする (34)で は、妻が夫の自殺 (の練習 ?)の ような現
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場を見つけ、「朝の4時半にいつたい何をしてるんですか。」と言 う場面が

ある。また、例示のとお り、その場にいない「下水屋 さん」に対する尊敬

語が現れてお り、社会的な地位のある有名な小説家の妻 という立場が明示

されているとも考えられる。ただし、それ以外に丁寧形・敬語形が現れる

場面はない。

(36)夫40代 ?医師⇔妻38歳書道講師『失楽園』森田芳光 1997

(場面①)

夫 :吉岡さんが循環器科の外科部長になった。なんかお祝い送っと

いてくれよ。

妻 :はい、胡蝶蘭の花でいいですね ↑

夫 :いつも胡蝶蘭だな。

妻 :じ ゃあ、何か。

夫 :いいよ。それで。

(場面②)

お帰りなさい。徹夜たいへんでしたね。お全皇は↑

いりません。眠い、です。大変、眠いです。

あの、

は い 。

父のことではいろいろとありがとう_ご ざ登菫_上た。

(37)妻40代 ?陶器デザイナー⇔夫50歳 出版社社員『 失楽園』森 田芳光

1997

妻 :あたしたち、別れましょっ≧。そのほうが、いいでしょ↑今別

れたほ うが、わた しも楽だ し、あなたもすっき りするで しょ。

何かや り直す とした らあた しももうギリギ リの年だもの。

夫 :しか し、どうして。そんなこと。突然言われても、困るよ。

『失楽園』では(36)の妻と(37)の夫が愛し合い、心中をはかる。(36)(37)

はそれぞれ壊れる夫婦の会話である。(36)では妻はほぼ丁寧形による発話

妻

夫

妻

夫
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だが、夫は場面により非丁寧形に終助詞がついた言い方をしたり、場面②

のように丁寧形を使 う場面もある。他人行儀な言い方とも言え、この夫婦

が感情的には離れてしまっていることが示される。この夫は絶対に離婚は

しないという意思表明により不倫をした妻を罰する。いっぽう(37)の 妻は

通常はほぼ非丁寧形で夫に話すが、別れを切 り出すこの場面では「ましょ

うか」「でしょ」などの丁寧形を交えて話すことにより感情を排 し、冷静

さを保 とうとしている。丁寧度が非常に高い、とい うほどの会話ではない。

きわめて緊迫 した状況で丁寧形が使われることもあるが一般的には非

丁寧形で話す妻が多いという90年代後半の映画の中では、この映画の夫婦

の会話はむしろ例外的である。

(38)夫40代 ?⇔妻30代 ?『菊次郎の夏』北野武 1999

夫 :な んか、陰気臭い餓鬼だなあ。

妻 :あ たしが前にいたところの近所の子でさあ、おばあちゃんとふ

たりで暮 らしてるん.だ と。

夫 :親、どうしたんだよ。

妻 :父親はいないみたいよ。

夫 :母親は ↑

妻 :ど っかに働きにでてんじゃない ↑

夫 :な んだ、男つかまえてどっかいったんだあ。

妻 :あ んたんちの母親 じゃないんだから。

夫 :な んだと。てめえんとこだって三回も再婚 してんじゃねえか、

ばかやろう。

妻 :大 きなお世話だ上。

夫 :おれだって大きなお世話だ、このやろう。

遊び人の「菊次郎」とその妻の会話であるが、どちらも非丁寧形である

のみならず、妻にも「(み たい)よ」以外に「～のよ」「～だわ」のような

女性文末形式は現れず、「～だよ」とい う中性的な文末形式の使用が目立
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つ。ただし妻の「あんた」という呼びかけに対 し夫は「てめえ」、「ばかや

ろう」とか「このやろう」なども用いて、夫の発話は妻よりさらに荒々し

い。ことばや内容は乱暴だが、関係 としては親密 といってよい夫婦である。

2.5 2000年以後の夫婦の会話

『北京的西瓜』『菊次郎の夏』などに見られる妻の中性的な文末形式「だ

よ」の使用は、前者は人百屋のおかみさん、後者は遊び人の女房というこ

とで、一般的な勤め人など、いわゆる当時の中産階層のものではないとも

言えないことはなかった。遠藤 (2010:100)では1962年 の『 キューポラのあ

る街』 (浦山桐郎)で敬語を使わず、「だよ」「だろ」などの文末形式を用

いて話す妻の例を紹介 しているが、この映画は川口の鋳物職人の家庭が舞

台で、いわゆる都市中堅のサラリーマン家庭 とは、言語的な階層差があっ

たことが考えられる。下町労働者の家庭を描いた『 下町の太陽』 (山 田洋

次1963)な どにも敬語・丁寧形を使って話す夫婦や親子はまったく現れな

い。90年代までの妻の非丁寧形。中性文末使用の会話にはこのような階層

意識の反映も感 じられる。 しかし、2000年以後の映画では、「だよ」を含

む中性的な語尾の使用が、職業 。年齢・階層を問わず多くの女性 (妻 )に

見られるようになる。

(39)夫 20代放送作家⇔妻30代『 みんなのいえ』三谷幸喜 2001

夫 :お父さんは ↑

妻 :長一郎はだめょp大工だもん。

夫 :設計やんないの ↑

妻 :で きないと思うょρ設計と大工は違うから。

(40)夫 60代 ?大工⇔妻60代 ?『みんなのいえ』三谷幸喜

夫 :民子もあれだな。 昔から気が強かったな。

妻 :ど うした2、 急に。

夫 :上 のと違ってなんでも一人でやる子だつた。
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妻 :自 立心の強い子だからね。

(41)妻 40代 ?医 師⇔夫 50代 ?小説家『 阿弥陀堂だ よ り』小泉尭史

2002

妻 :ね え、新しい仏壇買って,み ようと↑これじゃさびしいもの。

夫 :仏壇って高いよ。

妻 :平気ょpご先祖様がいたおかげで、今のあなたがあって、わた

しもあって、このままここでず―っと暮らして、あたしたちも

いつかご先祖様になれたらいいと思わない↑

夫 :いいね。

『みんなのいえ』は若い放送作家夫婦が新居を建てるまでの顛末を喜劇

的に描いている。 (40)の夫婦は (39)の 妻 「民子」の父母である。どちらの

夫婦も夫婦間では常に非丁寧形のみ使用 している。娘は夫に対 して父を

「長一郎」と呼び捨てにしている。 (41)は子 どものいない中年の夫婦で、

妻がパニック障害になったので、のんびりした田舎の暮 らしを始めたとこ

ろである。この妻も、夫に対して丁寧形を使 うことは他の会話も含め、ま

ったくないし、文末にも「わ」「のね」「かしら」のようなはっきりした女

性形式はほとんど現れない。また (39)(41)で は夫の発話にも「だ」「だな」

「(だ)ぞ」などはまったく見られず、従来の夫たちの発話に比べると中性

的であると言ってよい。

(42)妻40代 ?⇔夫40代 ?会社員『私のグランパ』東陽- 2003

(場面①)

妻 :あなたは会社のことしか頭にないからそういうのよ。

夫 :別 に会社だけがおれの人生じゃないよ。

妻 :そ うなLらね。

夫 :と げのある言い方するね。どうしたいって言うんだよ、結局。

(場面②)
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妻 :変な電話もあったし。なんかあったん:Q主。きつと。

夫 :携帯にかけてみりゃいいじやないか。

妻 :い え。タマコからかかってくるの待ってま主。わたし、待つの

は慣れてるから。

(42)は夫婦 と娘タマコの平穏な暮らしの中に刑務所帰 りの祖父が現れ、

その結果娘が街のやくざ抗争に巻き込まれてしまうとい う設定である。場

面①を含む他の場面では妻は非丁寧形 。女性文末形式で話 しているが、娘

が帰宅せず、誘拐が疑われるという状況下では「です」「ます」で話す。

緊張・緊迫 した状況下での丁寧形の使用というのはこれ以前の作品にも見

られたところである。

(43)妻40代パー ト勤務⇔夫40代会社員『 空中庭園』豊田利晃 2005

妻 :コ ウ (息子)なんかさあ、どうしたいつて聞いたって、エー、

別にだし。何が食べたい ↑って言ったって、エー、別になんで

もだしねえ、あれって反抗期↑、まったく覇気のない反抗期よ

鳳

夫 :た まってんだろ。

妻 :三万.かあ、パー トの時間増やそうユ望二〇

夫 :いいよ、おれが払うよ。

妻 :あ あ、もう疲れちやった生。お休み、電気消してね。

(44)妻 40代無職 ?⇔夫40代会社員・失業中『 トウキヨウソナタ』黒沢

詢静  2008

妻 :あ たし、こなぃだ星ち主2た。あなたが公園で食事の配給にな

らんでるとこ。あなた、失業中なんでし≧↑

夫 :知 ってたのか。

妻 :え え。ず―っと前から。

夫 :な んで言わない。
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妻 :言ったらあなたの権威が丸つぶれになるけど、それでもいいの↑

つぶれL主え、そんな権威。

(45)妻 20代 ?ウ ェブデザイナー⇔夫30代納棺師『 おくりびと』滝田洋
~貞

F  2008

妻 :なんで言ってくれなかったのp

夫 :言 うと反対するだろ。

妻 :当 り前でし二。こんな仕事してるなんて恥ずかしいと思わない

の ↑

夫 :ど うして恥ずかしいの ↑ 死んだ人を毎 日さわるから↑

妻 :普通の仕事をしてほしいだけ。

夫 :普通ってなんだよ。だれでも必ず死ぬだろ。おれだつて死ぬし、

君だって死ぬ。死そのものが普通なんだよ。

妻 :理屈はいいから、今すぐやめて。盤願い。あたし、今まで何も

言わなかったよ担。大ちゃんがチェロやめたいって言ったとき

も、田舎に戻 りたいって言つたときも、笑ってついてきたL
なL。 それは悲 しかったん.だ よ、ほんとは。でも、あなたが好

きだから、だから、今度だけは主題墜。あたしの言 うこと問い

て。

2000年代後半に入って作 られた 3本の映画であるが、 (43)(44)は 妻

の立場から、夫と子どものいる核家族の暮らしへの一種の疑義を描き、

(45)は若い夫の納棺師とい う職業の選択 とそれを受け入れる妻の姿を

描いて評判になった。どの映画でも妻は夫に対して「でしょ (う )」 以

外は非丁寧形のみを使用。中性的な語尾も散見する。「～の ↑」「～ょ

ね」などは現れるが、「～かしら」「～だわ」などのような女性的な語

尾もほとんど現れない。これは、前掲の『 みんなのいえ』『阿弥陀堂だ

より』にもすでに言えることであった。

- 80 -



(46)夫 30代失業中⇔妻30代『歩いても 歩いても』是枝裕和 2008

夫 :さ っき、大丈夫聞けるわよ、つて言ったろ、かあさん。あれさ、

ぜったい一人ん時かけてるんだ、レコー ド。それ考えるとなん

かぞっとするよ。

妻 :そ んなことないゎょ,それくらい普通≦理皇墨。

夫 :そ うか ↑

妻 :隠れて聴 く曲くらい誰にだってありますよ。

夫 :ふ―ん、そんなものかね。

妻 :そ うですよ。

(47)夫 30代 自動車販売業⇔妻30代『歩いても 歩いても』是枝裕和

2008

夫 :楽 しそ うだったね、おばあちゃん。

妻 :そ りゃそ うよ、皆でにぎやかに集まってあげるのが一番の親孝

行。

夫 :点数稼いだんじゃない ↑

妻 ;ど うかなあ、なかなかォッケーしないのよね0

夫 :お兄さんの部屋そのままにしておきたいんだろ。気持ちは分か

らなくないけどね。

妻 :いい身分よね。こっちなんか生きてる人のことで精いっぱいだ

ってい っのに。

夫 :ど うせ気にかけるんなら、生きてる娘にしてくれって ↑

妻 :当 り前よ。死んだ兄 さんが老後の面倒みるわけじやないんだか

ら。

(48)夫 70代 ?元医師⇔妻70代無職『 歩いても 歩いても』是枝裕和

2008

夫 :いつ買ったんだ↑

妻 :レ コードКす力≧↑
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夫 :う ん。

妻 :ち ょうどあの頃ですよ。板橋のあの女のアパー トまで、リョウ

タおぶつていつたん二立二。そしたら部屋の中からあなたの声

が聞こえて来て、(歩いても歩いても=歌 う)邪魔しちゃ悪い

と思って、そのまま帰ってきて、次の 日駅の西 日のカナ リヤ堂

で買い重したρ使った手ぬぐい広げて干しといてく_だ塾立望■、

そのままにしないで。

『歩いても歩いても』は亡くなった長男の命 日に次男夫婦、その姉夫婦

が老親夫婦の住む実家に集まる1日 を描く。(46)は 実家での次男夫婦の会

話。妻は丁寧形で話 しているが、この場面以外は夫に対 してはすべて非丁

寧形である。妻はもちろん、舅姑である次男の老親には丁寧形で話すので

あり、この場面ではそばに舅姑がいるわけではないのだが、夫の実家での

会話とい うようなことが影響 しているのかもしれない。(47)は実家からの

帰 りの車中、長女夫婦が話す場面であるが、「かなあ」のほかは 「よね」

とい う女性文末形式が目立つ非丁寧形である。(48)は元開業医とその妻で

ある老夫婦の会話である。年齢からいうとこの夫婦が結婚 したのはおよそ

40年前、1970年 ごろのことと考えられるが、前述のとお り、この時代は未

だ妻が夫に対 して敬語形や丁寧形を用いて話すべきだとい う認識も残っ

ていたと考えられる。医師とその専業主婦の妻とい う比較的高い階層の夫

婦関係にあって、ことばの上にもその意識を反映させて40年間を過ごして

きた夫婦として描かれているのであろう。話の内容は夫の過去の浮気につ

いて語つていて、夫にとってはなじられるように感 じられる話題であるが、

妻は終始丁寧形を用いることにより、さらにその効果をあげている。映画

の中で妻と夫が 1対 1で話す場面はここのみ (し かも夫は入浴中、妻は脱

衣場で話 している)だが、他の場面で妻は家族に向かつては丁寧形で話す

ことはない。

(49)妻 30代⇔夫30代写真家『今度は愛妻家』行定勲 2009
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妻 :ト マ ト全登≦聾山主。

夫 :ト マ トね。いらない。

妻 :だめだよ。 トマ トは体にいいんだから。

夫 :しつこいな。いらないって。

妻 :で もトマトはねリコピンが入っていていいん.だ と。心臓疾患や

動脈硬化の原因になる活性酸素を消 し去ってくれるんだって。

肌の老化も堕£上。は―い。

(50)夫49歳元会社員・運転士⇔妻40代ハーブ店経営『 レイルウェイズ』

錦織良成 2010

妻 :電車の運転手さんになるつて専務さんにそういつたの↑

夫 :う ん、まあ、そんなとこ。

妻 :好きだったもんね、電車。昔部屋に本 とか写真 とかかくしてた。

結婚 してから一度も電車の 「で」の字も口にしないから、すっ

かり忘れてんのかと昼つてた。

夫 :な んだ、知ってたのか。

妻 :やってみたらいいと思う。いつかあなたそんなこと言うんじゃ

ないかと墨f≦菫甕

(49)(50)と もに妻の夫に対する発話は他の場面も含め、基本的に非丁寧

形である。 (49)では文末は言い切 り、もしくは「(だ)よ 」、 (50)も 疑問形

を除き、すべて終助詞なしの言い切 りになっていて、従来女性 らしい とさ

れた形からは隔たっているが、語調などが荒々しぃ とい うことはなく、ご

く自然な選択 として中性的文末形式が用いられているようだ。

2000年以後は、夫に尊敬語形を使って話す妻はほぼ皆無 と言える。丁寧

形についてはまだ、これをおもに使って話す妻はいるが、高齢の夫婦であ

った り、また舅姑 と同居 した り、舅姑を意識 した りするような場面での会

話であった りすることが多い。多 くの夫婦は非丁寧形で話 しているが、そ

ればか りでなく、90年代までの女性的な文末形式に加 えて中性的な文末形
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式がよく使われるようになり、さらにはいわゆる女性的といわれる文末形

式よりも中性的な形式をよく用いる妻も若年、中年にかかわらず出てきて

いるとい うのが最近の傾向である。

3.ま とめ

妻が夫の下位にあり、上位の夫に対 して敬語を使って話すことが、旧来

妻たちに求められた「美 しい」日本語の姿であるとするならば、そのよう

な「規範」を我が物とした妻たちは話の内容や、夫への感情の状況などに

かかわらず、常に敬語形や丁寧形を使って話すことになっただろう。遠藤

(2010)の 報告した50年代の妻たちや、小論であげた『女の中にいる他人』

『配達されない三通の手紙』『時をかける少女』『家族ゲーム』『 さびしんぼ』

『ふたり』など、そして現代の『歩いても 歩いても』の老妻などはいわ

ばこのような妻たちである。本調査の範囲では彼女たちは例外なく専業主

婦として夫と暮らす妻たちである。実際に常に夫に対して敬語や丁寧形を

用いる妻がどの程度存在するのかはともかく、少なくとも役割語としての

妻のことばの一タイプとして、このようなことばは現代に至るまで、脈々

と存在し続けているということになる。ただし、細かく見ていくと、70

年代の『配達されない三通の手紙』あたりまでは丁寧形とともに、あるい

は非丁寧形と並立する形で夫や話題の第二者に対して敬語を使 う妻が登

場するが、これ以後は丁寧形は使っても敬語形が現れることはまれという

状況に変わっていく。

いっぽう、実はすでに遅くとも50年代末には、夫に敬語を用いない妻の

会話も多く存在していた。これらの妻は非丁寧形 。女性文末形式を用いて

夫に話しかけるのが普通だったが、ときに会話中に「です」「ます」を交

えたり、または場面によって丁寧形と非丁寧形をスイッチングする。50

年代の『お早う』、60年代の『私は二歳』、70年代の『 どですかん』、80年

代の『お葬式』『逆噴射家族』『 ウホッホ探検隊』『別れぬ理由』、90年代の

『未来の想い出』、そしてoo年代の『わたしのグランパ』『歩いても歩いて

も』と、年代を問わずこのような妻が登場する。用例から見るとおり、彼
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女たちが非丁寧形から丁寧形にスイッチングするのは、子どもについての

問題を夫に話すとき、夫の態度や行動について詰問や批判をするとき、夫

に批判や不満を持ちながら自分の態度や行動を表明するとき、そして夫婦

子ども以外の親戚や舅姑を意識 して話を運ぶときなどである。夫の下位者

として敬語を使 うわけではなく、緊張関係の中で丁寧形によつて夫との距

離をとり、距離をとることによつて自分の主張を相手に聞かせようとする

一種のス トラテジーとして丁寧形が使われている。これ らの妻たちは、丁

寧形と、親密さを感 じさせる非丁寧形をスイッチングすることにより夫と

の心理的な距離の調節も行っているのである。なお、そのように見たとき、

子どものことを夫に訴える場面 しか出てこない『時をかける少女』『 さび

しんぼう』や夫の昔の浮気をそれとなくなじる場面のみの『歩いても歩い

ても』の老妻なども実はこちらの使い分けタイプであるのかもしれない。

「美 しい」はずの敬語は、ここではむ しろ夫に対する「武器」となる。こ

のような「武器」は『失楽園』の夫のように男性も使 うことがある。

しかし、90年代以後、緊迫 した状況であっても夫に対 して「でしょ (う )」

を除いては丁寧形をほとんど使わず、非丁寧形女性文末形式を用いて話す

妻たちが映画では主流となる。『ひき逃げファミリー』『釣 リバカ日誌 5』

『静かな生活』『 Shall Weダ ンス ?』 などである。これらの映画は主題が

夫婦そのものではなく、軋蝶があっても最終的には夫婦が和解 して暮らす

ようすが描かれる。現代のことであるから妻もさかんに活動はするが、従

来型の性別役割分業や核家族のあり方に対 しては肯定的なところが共通

している。

『お早 う』『 どですかん』『近頃なぜかチャールス トン』『北京的西瓜』『菊

次郎の夏』などに現れるとお り、50年代末から90年代にかけて、夫に対 し

て 「だよ」「だね」など中性的な文末形式をもっぱら使 う妻もすでに存在

している。これらの妻たちは、前述の通 り、一般的な中産階層の勤め人な

どの妻でなく、職人や小売商などの妻、遊び人の妻であったり、あるいは

妻自身ががさつだったり、威張ったりとい うやや特異な性格の持ち主と設

定されることもある。夫婦仲はむしろ親密で、夫と対等に言い合 うという
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ような夫婦である。

このような中性文末形式の出現の様相が変化するきざしは90年代の『未

来の想い出』『釣 リバカ日誌 5』 の「かな (あ )」 の使用にもすでに見られる

が、2000年以後文末形式の様相が大きく変化する。00年代の映画には、『み

んなのいえ』『阿弥陀堂だより』『空中庭園』『 おくりびと』などのように

非丁寧形女性文末形式に交えて中性文末形式を使 う妻が、年齢にかかわら

ず、まず現れ、『今度は愛妻家』や『 レイルウェイ』のように、「だょ」や

言い切 りの中性文末形式で話を運ぶ妻たちも現れるのである。これらの妻

たちの設定は、ある特異な階層に属するとか、特異な性格付けをされてい

るとい うわけではないし、彼女たちの言辞になんらかの特別な表現意図が

こめられているわけでもない。単に自然に中性的な文末選択が行われてい

るのである。

現代の日本語、特に女性のことばが中性化 しつつあることはさまざまな

調査でしばしば報告されるが、2000年以後の映画に見られるこの変化も、

その表れのひとつであると見ることができるし、対する夫のことばも、お

のずとそれ以前、妻が夫に対 して敬語を使い、夫は妻に対 して言い切 りで

ぶっきらぼうに対 していた夫婦のものとは違つてくる。

映画に描かれる夫婦関係が変化 したがゆえにことばも変わるのか、こと

ばが変化 したゆえに夫婦の関係が変わるのかはにわかには判断しがたい

ところではあるが、社会的な女性のことばの中性化が映画の妻のことばに

反映しているのは確かであろうし、映画における妻のことばの中性化は社

会における女性のことばの中性化が現に行われつつあるのだろうことを

裏付けるものと言えよう。その結果として、妻の敬語の使用と夫の不使用

によってあたかも上下であるような夫婦関係の非対称性に変化が起こり、

ことばの上でも関係 としても対等・親密な夫婦の関係が実現するとすれば、

それをもたらすことばこそが「美 しい」日本語である、と言ってもよいの

ではないだろうか。
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松竹ホームビデオ

東宝ビデオ

角川ヘラル ド映画

松竹ホームビデオ

東宝ビデオ

東宝ビデオ

日活

角川映画

松竹ホームビデオ

松竹ホームビデオ

シ・ュネオン・エンタテイメント

角川ヘラル ド映画

パイオニア LDC

シ・ュネオン・エンタテイメント

シ・ュネオン・エンタテイメント

東宝ビデオ

パイオニア LDC

東映ビデオ

パイオニア LDC
パイオニア LDC
ハ・ンタ・イヒ・シ・ェアル

松竹ホームビデオ

ン・ュネオン・エンタテイメント

シ・ュネオン・エンタテイメント

角川ヘラル ド映画

角川映画

バンタ
｀
イヒ・シ・ェアル

監 督

小津安二郎

成瀬巳喜男

市川昆

小津安二郎

成瀬巳喜男

黒澤明

藤田敏人

佐藤純弥

山田洋次
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大林宣彦
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大林宣彦
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大林宣彦
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1959
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1970
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パTG
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パTG

パTG

パTG

東 宝

東宝

東 映

松竹

松竹

東宝

松竹

アルコ・フ・ロシ・ェクト

東 宝

東宝

東映

日,本ヘラルト・

オフィスK

東宝

発売年・月

2005・ 8

2005・ 7

2007・ 1

2003・ 7

2005。 7

2003・ 1

2004・ 5

2006・ 10

2007・ 5

2005・ 12

2005・ 7

2006・ 10

2001・ 8

2005・ 8

2001・ 5

2001・ 7

2002・ 3

2009・ 6

2001・ 9

2002・ 2

2002・ 6

2010・ 5

2001・ 2

2008・ 12

2006・ 10

2006・ 10

2007・ 10

2005・ 12
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2002
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2008
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2008・ 10
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2008・ 1
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2010・ 10
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